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本 研 究 の 目 的 は ， 中 等 教 育 段 階 に お け る 社 会 的 オ ー プ ン エ ン ド な 問 題 を 開 発 し ， 実 践 を 通 し て ， 生

徒 達 の 批 判 的 思 考 力 の 様 相 を 捉 え る こ と ， ト ラ ン ス ・ サ イ エ ン ス な 問 題 に 対 し て 多 様 な 価 値 観 を 尊 重

し な が ら 生 徒 の 批 判 的 思 考 力 を 育 成 す る 新 た な 理 論 的 枠 組 み と し て 「 社 会 批 判 的 オ ー プ ン エ ン ド な 問

題 」 を 提 案 し ， そ れ に 基 づ い た 生 徒 達 の 批 判 的 思 考 力 を 育 成 す る 実 践 的 な 授 業 モ デ ル を 構 築 す る こ と ，

及 び そ の 実 践 を 通 し て 生 徒 の 発 揮 し た 批 判 的 思 考 力 の 様 相 を 特 定 す る こ と で あ る 。 こ れ ら の 目 的 を 達

成 す る た め に ， 以 下 の 下 位 目 的 を 設 定 し た 。  

【 下 位 目 的 】  

1.  数 学 教 育 に お け る 批 判 的 思 考 力 に つ い て ， そ の 理 論 的 位 置 づ け ， 構 成 要 素 を 明 ら か に し ， 概 念 規 定

を 行 う 。  

2.  批 判 的 思 考 力 を 育 成 す る た め の 数 学 授 業 デ ザ イ ン を 明 ら か に す る 。  

3.  数 学 教 育 に お け る 批 判 的 思 考 力 の 育 成 を 目 指 し た 中 等 教 育 を 対 象 と し た 社 会 的 オ ー プ ン エ ン ド な

問 題 を 開 発 し ， 実 践 を 通 し て 生 徒 達 の 発 揮 し た 批 判 的 思 考 力 を 同 定 す る 。  

4.  多 様 な 価 値 観 を 尊 重 し な が ら 生 徒 達 の 批 判 的 思 考 力 を 育 成 す る 新 た な 理 論 的 枠 組 み と し て ， 「 社 会

批 判 的 オ ー プ ン エ ン ド な 問 題 」 の 枠 組 み を 提 案 す る 。  

5.   4 の 理 論 的 枠 組 み に 基 づ き ， 批 判 的 思 考 力 を 育 成 す る た め の 教 材 を 開 発 す る 。 開 発 に あ た っ て は ，

問 題 文 脈 の 特 性 を 明 ら か に し た 上 で ， 実 践 を 通 し て 生 徒 達 の 発 揮 し た 批 判 的 思 考 力 を 同 定 す る 。  

こ れ ら の 下 位 目 的 に 対 す る 成 果 を 各 章 ご と に 述 べ る 。  

 第 1 章 で は ， 下 位 目 的 1 で あ る 数 学 教 育 に お け る 批 判 的 思 考 力 に つ い て ， そ の 理 論 的 位 置 づ け ， 構 成  

要 素 を 明 ら か に し ， 概 念 規 定 を 行 う こ と を 試 み た 。 数 学 教 育 に お け る 批 判 的 思 考 力 育 成 に 関 わ る 先 行

研 究 を 精 査 し ， 本 研 究 に お け る 批 判 的 思 考 力 の 概 念 規 定 を 行 っ た 。 本 研 究 で は 数 学 教 育 に お け る 批 判

的 思 考 力 を ， 現 実 社 会 の 文 脈 に お い て 社 会 的 判 断 力 を 重 視 す る 立 場 に よ る 批 判 的 思 考 力 と ， 純 粋 な 数

学 の 世 界 に お け る 数 学 的 判 断 力 を 重 視 す る 立 場 に よ る 批 判 的 思 考 力 に 大 別 す る こ と が で き ， 前 者 を 広

義 の 批 判 的 思 考 力 ， 後 者 を 狭 義 の 批 判 的 思 考 力 と 捉 え る こ と と し た 。 そ し て ， 本 研 究 に お け る 批 判 的

思 考 力 の 定 義 を 次 の よ う に 暫 定 的 に 設 定 し た 。  

数 学 教 育 に お け る 狭 義 の 批 判 的 思 考 力 ： 「 与 え ら れ た 事 象 に つ い て ， 数 学 的 知 識 や 数 学 的 推 論 等 を 駆

使 し て そ の 妥 当 性 や 信 頼 性 を 正 し く 判 断 し よ う と す る 能 力

と 積 極 的 な 態 度 」  

数 学 教 育 に お け る 広 義 の 批 判 的 思 考 力 ： 「 与 え ら れ た 問 題 に つ い て ， 表 面 的 な 相 違 に 惑 わ さ れ ず 本 質

を 見 抜 き ， 自 身 の 価 値 観 に 基 づ い て 構 成 し た 数 学 的 モ デ ル

を 根 拠 に 解 決 案 を 提 出 す る こ と ． ま た ， 他 者 の 解 決 案 に 対

し て ， そ の 妥 当 性 や 信 頼 性 を 判 断 し な が ら ， 自 身 の 解 決 案

を 更 に よ り 良 い も の へ 修 正 し よ う と す る こ と 」  

第 2 章 で は ， 下 位 目 的 2 で あ る 批 判 的 思 考 力 を 育 成 す る た め の 数 学 授 業 デ ザ イ ン を 明 ら か に す る こ と  

を 試 み た 。 本 研 究 の 理 論 的 基 盤 で あ る 批 判 的 数 学 教 育 の 視 座 を 検 討 し ， 批 判 的 数 学 教 育 で は ， 社 会 に

お け る 現 象 や 危 機 に 対 し ， 数 学 は あ く ま で 方 法 と し て 用 い ら れ ， 社 会 的 文 脈 の 強 調 の も と で の 批 判 的

市 民 性 の 育 成 が 目 指 さ れ る と こ ろ に そ の 特 徴 が あ る こ と を 示 し た 。 ま た 数 学 は 有 用 さ と 危 機 の 二 面 性



を持つこと，数学を慎重に適切に用いることで公正で責任ある意思決定を行う必要があることを指摘

した。また，批判的思考力の育成のための方法的側面として，批判的数学教育の理念に依拠した社会

的オープンエンドな問題の特徴を検討した。そして，批判的思考力の育成を目指す数学授業デザイン

として以下の三点を示した。 
Ⅰ．生徒それぞれの様々なアプローチが可能なオープンエンドな問いを設定すること 
Ⅱ．生徒が代替案を提出しうるシチュエーションを設定すること 
Ⅲ．授業において生徒達の価値観を顕在化させ，その基で社会的協定過程を実現すること 
第3章では，下位目的3である数学教育における批判的思考力の育成を目指した中等教育を対象とし
た社会的オープンエンドな問題を開発し，実践を通して生徒達の発揮した批判的思考力を同定するこ

とを試みた。中学校第2学年「自動車の購入」，中学校第3学年「携帯電話の購入」，中学校第3学年「エ
アコンの購入」，高等学校第2学年「リーグ戦の対戦計画－よりよい対戦計画とは！？」を開発し，実
践を行った。それぞれの実践において，生徒達それぞれの批判的思考力の具体を特定することができ

た。本章では最後に，本研究における社会的オープンエンドな問題の社会性，数学性，数学教育性を

それぞれ検討し，社会的オープンエンドな問題における社会性を考察するにあたっては，子ども達に

与える問題文脈の「真正性」の観点からその意味を考究した。真正性を離散的な立場で捉えるのでは

なく，連続的な立場で捉え，学習者に与える問題文脈について，「真正性の度合い」の観点から考察

を行った。結果，真正性の対象としての「内容の真正性(AMW，AMD)」と「活動の真正性(AMS)」に関
して，これらを接続する教材開発モデルを提案し，異なる「真正性」間の関係性を議論した。そして

学習者にとって，その問題文脈が考えるに足る有意味性を持ち得るかどうかの程度を表す「親和的潜

入性」概念の存在を示唆した。社会的オープンエンドな問題における数学性の検討にあたっては，中

心概念及びKey Understandingsの概念から検討を試みた。結果，社会的オープンエンドな問題における
数学教育性として，各問題カテゴリに内在する数学性として「線形的に考えること」を同定した。 
第4章では，下位目的4である生徒達の批判的思考力を育成する新たな理論的枠組みとして，「社会
批判的オープンエンドな問題」の枠組みを提案した。その目的を達成するために，批判的数学教育の

視座に基づいた教育実践である課題アプローチ及び社会的オープンエンドな問題が抱える課題につい

て検討し，それを克服する概念として，「擬似社会」という問題文脈を学習者に与えることを提案し

た。また，倫理的側面からの数学教育の責任について述べた。さらに，社会批判的モデリングについ

て検討し，批判的数学教育の鍵概念である解放性が社会批判的モデリングと関連していること，社会

批判的モデリングが批判的数学教育で実践された課題アプローチとも整合していることを示した。ま

た，本章では批判的数学教育の視座を日本の文脈に適用させる可能性とその意義について検討した。

日本社会の抑圧を克服するための批判的数学教育と社会批判的オープンエンドな問題に基づく教育実

践が必要であることを示した。その上で，社会的オープンエンドな問題を社会的公正や倫理の面で強

調させた「社会批判的オープンエンドな問題」を提案した。社会批判的オープンエンドな問題では，

状況によっては，数学を用いないという意思決定も1つの解答になり得る。社会的公正や倫理に関する
価値観に基づく数学を用いた解答や，あるいは敢えて数学を用いない社会的な解答も交えながら，様々

な問題解決者の解決方法を議論する中で，最適な解答を模索していく問題が社会批判的オープンエン

ドな問題である。社会批判的オープンエンドな問題の目標として，育成を目指すコンピテンシーは，

従来の社会的オープンエンドな問題が目指した「数学的考え方を方法とした価値観に基づく社会的判

断力」に，「用いた数学的考え方を状況に応じて批判的に捉える力」が加わったものであることを示

した。 
第5章では，下位目的5である社会批判的オープンエンドな問題の理論的枠組みに基づき，批判的思
考力を育成するための教材の開発及び実践を通して生徒達の発揮した批判的思考力を同定することを

試みた。社会批判的オープンエンドな問題に基づく教材として「選挙システムの批判的検討」を開発

した。問題文脈としては「体育祭で流す曲をみんなで決めよう」という擬似社会的活動を設定し，一

人一票形式及び分散投票 (一人百票) 形式，QVの投票形式のそれぞれの長所，短所を検討させた。本
章では，授業の実際を記述し，生徒の発揮した批判的思考力の特質を同定することを試みた。考察に

あたっては，本授業において，「生徒はどのような批判的思考力を発揮したのか？」，「生徒は選挙

システムという民主主義の問題に対し，数学をどのように結びつけるのか？」について，この2点をま
ずは検討した。1点目については，社会批判的オープンエンドな問題が目指す社会的公正の観点からの
議論が教室において展開されたこと，授業において比較の文脈を設定することで，QVの利点が数学的
に浮き彫りになり，生徒の数学的探究の遂行を促す契機になり得たこと，より良い社会を創るために，

選挙のシステムそのものを検討しようとする批判的思考の様相を捉えることができた。2点目について
は，選挙システムの短所の検討は，長所を検討することに比して，数学的な批判的検討が遂行され得

ること，とりわけ，そのシステムが問題点を有することを正当化する際に，生徒は数学を使用する傾

向があること，さまざまな投票システムの比較の文脈を契機として，数学を通した選挙の公正性の検

討が行われ得ること，しかしながら，問題の要因がシステムではなく人間の振る舞いに帰着された場

合，中学生は数学を使用したシステムの問題点の検討に移行できない可能性があることが示唆された。

最後に，本授業実践における生徒が発揮した批判的思考力を本研究における概念規定に基づいて考察



を行った。結果，QVの豊かな数学性から狭義と広義の批判的思考を往還する生徒を一定特定でき，そ
の意味で，今後の新たな教材開発を行う上での示唆を得ることができた。 
なお，社会批判的オープンエンドな問題のもつべき特性の同定，日本型批判的数学教育カリキュラ

ムの構築，数学教育における狭義の批判的思考力の育成に焦点をあてた理論的・実践的研究，数学教

育における批判的思考力の育成と学際性について，これらは残された課題として指摘された。 
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